


　
　その贈り物を、王子は一目見て気に入った。――と、リオンはすぐに気が付いた。
　それまで退屈を装って、椅子の肘掛けに物憂げに頬杖をつき、冷めた目で使者たちを見
やっていた王子が、ほんの一瞬、その瞳に驚いたような表情を浮かべていた。喜怒哀楽を
殺して久しい王子が、つい見せてしまった、わずかな心の動き。
　もちろん、リオン以外の誰にも気づかれることのないまま、その驚きは速やかに、冷笑
によって上書きされてしまった。玲瓏な声が、そっけなく使者に告げる。
「役目、大儀であった。それは従者に世話をさせよう」
　何か褒め言葉を期待していたのかもしれない使者は、努めて落胆の色を見せないよう
に、贈り物をその場に置いて、挨拶の言葉を述べ、引き下がった。王子の従者であるリオ
ンは、進み出て、その贈り物を引き取った。
　雪月７日。聖なる国ウェルザリーンの、第一王子の誕生日を祝う宴において、幸い死者
は一人も出ることなく、人々を安堵させた。王子は山と積まれた金銀宝石には一向に興
味がない様子で、召使たちに片付けをまかせ、義妹のユリア姫に乞われて少し踊ったあ
と、いつもの無表情で自室に引き上げてしまった。
　
　リオンは、ただひとつ王子から預かることになった「贈り物」を、大切に王子の自室
に持ち帰った。王子は自室に戻るとすぐ、興味深げに、その「贈り物」をのぞきこんだ。
「贈り物」は、まるで新しい主人を既に覚えたかのように、
「ご機嫌うるわしゅう、ゼラルド様」
と、なめらかに話した。つい先刻、使者が得意顔で覆い布を取り去ったときと同じだっ
た。
　それは、金の鳥籠に入った、大きな、鮮やかに赤い鳥だった。翼の中ほどは黄色くて、
翼の先と、長い尾は、明るい青色をしていた。クチバシと足はオレンジ色。南国から来
た、賢く珍しい鳥なのだそうだった。
「この鳥は、飛べるのだろうか」
「元は飛べたのでしょうけれど、贈り物の鳥ですから、風切り羽を切ってあると思います」
「ああ、そうだね・・・」
　王子はしばし無言で赤い鳥を見つめたあと、
「ぼくの部屋に置くと、ユリアがやきもちを焼くかもしれない。隣の部屋に下げて、そな
たが世話をしてくれるだろうか」
「かしこまりました」
と、リオンは微笑して応じた。もちろん、言われる前から、そのつもりでいた。
　もう夜だからと、再び覆い布をかけようとすると、鳥は「おやすみなさいませ」と言っ
た。
　王子とリオンは顔を見合わせ、それから、二人で鳥に向かって、おやすみと言った。
　王子の表情が常になく和らいでいることを、リオンは、素直に、嬉しいと思った。



　
　翌朝から、王子は、自室の窓辺で小鳥の餌づけを終えたあと、隣の部屋に足を運ぶのが
日課になった。鳥籠は、リオンが掃除しやすいように、空き机の上に置いてある。
　毎朝、覆い布を取り払うたび、鳥は必ず、
「ご機嫌うるわしゅう、ゼラルド様」
と喋った。ゼラルドは、その都度、静かに、
「おはよう。そなたは元気か」
と尋ねる。鳥の様子を見ながら、リオンが代わりに「今日も元気です」と答える日々が続
くうち、鳥は自ら、「今日も元気です」と返事ができるようになった。
　鳥は、リオンを呼ぶことも覚えた。リオンが雑用を片付けているときなどに、
「リオン？」
と、呼ぶ。その声色と抑揚が、王子によく似ているので、うっかり、「お呼びでしょうか」
と応じてしまったこともあって、「呼んでいないよ」と王子に苦笑された。逆に、王子の
ほうも、リオンを呼んで、「ただいま参ります」と返答を聞いたのが、実は鳥だった、と
いうことがあるらしい。
　王子は、しかし、迷惑しているというよりは、その状況を楽しんでいるようだった。そ
のことがわかるので、リオンは毎日、気持ちよく、感謝の念すら覚えながら、鳥の世話を
続けた。
　ある朝、リオンが鳥を見ながら、学問所で教わったままに、
「このような鳥は、５０年ほどを生きるそうでございますよ」
と教えると、王子は感銘を受けた様子だった。
「５０年！　ぼくより、よほど長生きするのだね」
「えっ。いえ、ゼラルド様は、５０年後もお元気でいらっしゃると思います」
「さあ、どうだろう。だが・・・」
　王子は鳥を見ながら、独り言のように言った。
「その５０年を、この鳥は籠の中で暮らすのだね・・・」
　リオンは言葉に詰まった。すると、そのとき、赤い鳥は、何を考えたのか、そのクチバ
シと足の爪で、籠の入口を噛んだり引っかいたりし始めた。
「・・・出たいのでしょうか？」
　二人が何もせずに見守っていると、鳥は、なんと、籠の隙間から入口の閂を器用に外
し、扉を押し上げて、自分から外に出て来たのだった。
　鳥は、机の上で、王子を見上げて言った。
「ご機嫌うるわしゅう、ゼラルド様」
　王子はしばらく鳥を見つめたあと、そっと手を差し伸べた。鳥は驚いたように向きを
変え、リオンが籠の入口を開けると、自分から中に入って行った。籠は元通りになった。
「そうか。そなたは出られるのか。だが私は・・・」
　王子のつぶやきは、途中から、のみこまれて声にならなかった。



　
　短い冬が終わって、春になった。
　長命種と知ってから、王子は鳥に、エメル（灯）という名をつけていた。
　鳥籠の閂は、より重く頑丈なものに取り換えられていたが、代わりに、鳥籠を置く部屋
には止まり木が設けられて、訪ねる人のない午前中などに、しばしば鳥籠から鳥が移され
た。エメルはその場所が気に入っているらしく、止まり木に移されると、元気いっぱい、
様々なことを喋り続けた。
　午後には、エメルは鳥籠に戻される。鳥がいることを訪問客に気づかれないようにする
ためだ。幸いなことに、エメルは人の気配に敏感で、誰かが外の廊下を近づいて来ると、
「お客様がお見えです」
と、リオンの声色で教えてくれたから、リオンはその声を聞いたら、すぐに鳥籠に覆い布
をかぶせ、鳥が喋って客の興味を引くことのないよう、気を付けることができた。
　ユリア姫さえいなければ、エメルを隠す必要などなく、賢い鳥は宮廷の人気者になっ
ただろうに、と、リオンはよく考えた。だが、現実には、万一にもユリア姫の関心を引く
ことのないように、鳥のことはひたすらに隠さなければならなかった――たとえ鳥でも、
義兄の寵愛を受けていると知ったら、嫉妬深い王女が何をするかわからなかったからだ。
　ユリア姫は、毎日のように義兄の部屋を訪れて、小一時間ほど他愛のないことを喋って
帰ったが、隣の部屋に鳥が飼われていることには、今のところ気づいていないようだっ
た。
　さらに季節は移り、夏になった。エメルはすっかり懐いて、王子やリオンの腕や肩に、
喜んで乗るようになっていた。
「リオンとエメルがいるから、ぼくも息をしていられるのかもしれないね」
　一度だけ独り言のようにそう語ってくれた王子の、鳥を愛でる穏やかな表情を見なが
ら、リオンは、この綱渡りのような平穏な日々が、どうか平穏なまま続きますようにと
願った。
　――が、叶わなかった。ある日の午後、いつものように訪れたユリア姫は、唐突に、
「そういえば・・・お兄さまのお誕生日に贈られた、赤い鳥はどうしましたの？」
「鳥？」
と、王子は物憂げに応じた。ユリアはうなずいて、
「そう。言葉を喋る、大きな鳥です。従者に世話をさせるとおっしゃっていたわ」
「ああ・・・リオンに払い下げた。ユリアはあれに興味があったのか？」
「あのときは、お兄さまに似合わない色としか思いませんでした。でも、最近入った侍女
と話していたら、喋る鳥には、白も桃色もいるのですって。もし本当によく喋るなら、
わたくし、桃色の鳥が欲しいわ。あの赤い鳥がどのくらい喋るか、見せていただけます
か？」
　王子は色々と理由をつけて断ろうとしたが、うまく行かなかった。鳥籠は運び込まれ、
王女の要請で、リオンは鳥を出して腕に乗せた。鳥は羽根をバタつかせて王子の肩に飛
び移った。リオンは慌てて非礼を詫び、鳥を隣部屋に引っ込めて止まり木に乗せたが、王
女は不機嫌になっていた。王女の退室後、ゼラルドとリオンが隣部屋に駆けこむと――
　哀れな鳥は、飛び立とうとするかのように翼を広げた姿で、床に落ちていた。
　



　
　リオンは、王女に呪い殺された鳥を、一階の回廊の端に埋め、花の種をまいた。
　形見として残した２枚の赤い羽根を、大切に持ち帰って、王子と１枚ずつ分けた。
　王子は、羽根をそっと撫でて、
「５０年、生きるはずだったものを・・・」
　言ったきり、しばらく言葉を失っていたが、ふと我に返って自嘲した。
「このようなときにも、ぼくは涙一滴こぼさないのか。なんと冷たい人間だろう」
「ゼラルド様は、冷たくなどありません」
　リオンは、自分の頬を流れ落ちる涙をぬぐいながら抗議した。心の中で続けた――泣
いている私も、優しくなどありません。鳥のために泣いているわけではなく、あなたが泣
けないから、代わりに泣いているだけなのです。
「リオン。そなたに、話さなければならないことがある」
「何でしょう？」
「従者の任を、解かれてはくれないだろうか」
「・・・エメルを守れなかったからですか」
「違う。それは私の責だ。そして私はいつか、そなたのことも守りきれなくなるだろう」
　王子は思いつめた目をしていた。
「ユリアの呪詛は、経験を積み、どんどん強くなっている。ぼくに気づかれずにエメルを
殺したのだから、おそらく既に、ぼくでは抑えきれないのだ。ユリア自身はまだ、自分の
力がぼくより強いと気づいていないかもしれない、だが、気づくのは時間の問題だ。悟れ
ば、ユリアは必ず、リオン、そなたを呪うだろう。だから・・・」
「おそれながら申し上げます」
　リオンは落ち着いて、優しく答えた。
「私は月の聖者として、自分の身は自分で守ります。鳥のように易々と殺されはしません」
「だが」
「もし、私の幸せを考えてくださるなら、どうかこの命が尽きるまで、おそばにお仕えさ
せてください」
「リオン、どうして・・・」
　王子は少し困った顔をした。それから、うつむいて、低く、迷うように言った。
「・・・もうひとつ、任を解きたい理由がある」
「何でしょう？」
「そなたにだけ、話す。ぼくは・・・この国を。・・・去ろうと思っている」
　リオンは耳を疑った。次期国王が、国を・・・去る？　何かの聞き違いだろう。
「考えてごらん、リオン」
と、ゼラルドは視線を上げて、もはや迷わずに、静かに言った。語られた次の言葉に、リ
オンは背筋が寒くなるのを感じた。
「もし、ぼくが王となり、ユリアよりも国の民を重んじたら、ユリアはどうすると思う？」
　まさか、そのようなことが。だが、しかし。去るべきはユリア姫であって、王子ではな
い！　――と、リオンは主張したが、王子の心は決まっているようだった。王子は、何か
を諦めたかのように、力なく笑って言った。
　



　
「では、言い方を変えよう。私はもう、ここに自分の生きる場所を見出せなくなったのだ。
積み上げられる屍の上に立ち、あるいは自らも生ける屍となり、あるいは追い詰められて
妹を弑する算段を迫られる、そのような境遇が嫌になったのだ。守るべき国と民を捨て
て逃げる私を、そなたは、それでも主と呼ぶのか」
　何かがまだ隠されている・・・と、リオンには思われた。常ならば、主は決して、「捨
てて逃げる」ことを良しとする人物ではなかった。それでも選ぶなら、何か理由があるの
だ。
　とはいえ、吐露された心情もまた真実に違いなかった。リオンは跪き、穏やかに言っ
た。
「鳥籠の鳥ですら、自由を求めて自ら扉を開けるのです。まして、尊い御身が新しい世界
を求めることを、誰が責められましょう。どこまででも、お供させていただきます」
　ゼラルドは驚いたようだった。しばらくリオンを見つめていたが、ふいと横を向いて、
「そなたは愚かだ」とつぶやいた。そして、もう、従者の任を解くとは言わなかった。
　
　秋になれば、ユリア姫の誕生日がある。王女は頭は良いのだが、ちやほやされるのが大
好きだ。宴の主役となる当日は、細かいことにまで気が回るまい。義兄を見張る目にも
隙ができるだろう。その日に発とう、と主従は決断していた。幸か不幸か、ゼラルドは厄
災を呼ぶ者として、人々から恐れられている。長く場を外していても、ユリア以外の者た
ちは、その不在を喜んで黙認することだろう。
　日々は確実に過ぎていった。いよいよ王女の誕生日を明日に控えて、宴の準備でみな
忙しくしている昼下がり、ゼラルドは一人で城を抜け出し、誰もいない浜辺を歩いた。立
ち止まり、潮風に吹かれながら海原を眺めれば、穏やかな海は、いつか見た紫色に染まっ
ていた。ゼラルドは、海に向かって、ひとり静かに話しかけた。
「今まで、見守ってくれてありがとう。明日、ぼくは、ここを発つ」
　そのまま、しばし佇んでいると、足元に波が打ち寄せて、何かを残して行った。拾い上
げれば、それは、見事な細工を施した鞘におさまった、ひとふりの剣だった。金色の鞘か
ら刃を引き抜くと、刀身までもが金で出来ており、もしゼラルドが剣士であれば、役に立
たないと言って打ち捨てたかもしれなかった、が、彼は術者だった。術式の力を増幅させ
るのに、ちょうど良さそうな剣。なぜか、他の誰かの失せ物だとは思わなかった。
「これを・・・ぼくに？」
と、ゼラルドは独り言のようにつぶやいた。海は何も答えない。波が寄せては引くばか
り。
「ありがとう。大切にする」
　持ち帰って従者に見せてみると、不思議なことに、リオンにはその剣が抜けないのだっ
た。自分のための剣なのだと、ゼラルドは改めて理解した。初めて、目に見えぬ何者か
が、自分の選択を後押ししてくれた気がした。
　そして、夜は明けて――、その日が、来たのだった。



　
　実り月１３日。ユリア姫の誕生日。
　その日は朝からよく晴れていた。他の王族の誕生日と同じように、城下では、おふれ係
が、祝いの言葉をふれまわりながら、菓子を配って歩いた。城中も城下も、お祭り気分で
浮き立っていた――海に目を向けた者だけは、いつもと違う紫色にぎょっとしたが、す
ぐ、聖王家の祝典の日であれば常にないことも起こるだろう、くらいに考えて、むしろ得
心できた思いで、胸騒ぎを忘れてしまうのだった。
　宴は昼からだった。ゼラルドも盛装した。白地に銀と紫を配した服を身に着け、まぶ
たに薄く群青色の粉を乗せ、青紫の耳飾りを付ける。身支度さえ整えてしまえば、今朝は
他に何の予定も入っておらず、主従は旅の準備に専念することができた。
　午後になり、ゼラルドが祝宴の広間に足を運ぶと、ユリアは、この日のためにあつらえ
た、白と紫のふんわりしたドレスを着て、にこにこと上機嫌で義兄を待っていた。
「とても綺麗だね、ユリア」
と、ゼラルドは微かに笑みを浮かべて言った。お世辞ではなく、本当によく似合ってい
た。
「ありがとうございます、お兄さま」
と、ユリアは答えて、ぽっと頬を染めた。ゼラルドは穏やかに続けた。
「今日は、訪れる人たちの声をよく聞いてあげなさい。ぼくも、ずっとそばにいるから」
「はい！」
　嬉しそうに答えたユリアは、自分が軽い暗示にかけられたことに気づいていなかった。
「ずっとそばにいるから」――その言葉が嘘だったと彼女が気付くのは、夜、来賓の対応
をすべて終え、踊ろうとして義兄を探したときのこととなった。
　
　実際には、ゼラルドはほんのひとときを広間で過ごしただけだった。彼が退出しても、
引き止める者は誰もいなかった。ゼラルドとリオンは旅装に着替え、ひっそりと城を出
た。
　国境へと跳ぶ前に、主従は太陽の塔に立ち寄った。祝宴のために人の出払った塔では、
かつて王女の呪詛を受けながらゼラルドに救われたギースが、ひとりで留守居をしてい
た。もともと、太陽の塔は月の塔に比べて、抱えている聖者の数が少なく、訪れる者も少
ない。誰かひとりに留守を任せるにあたり、志願したギースがそのまま指名されたのだ。
「お待ちしておりました、ゼラルド様」
「ギース。そなたを巻き込んですまない」
「お気遣いは無用です、わが君。必要なことを、速やかに済ませましょう」
　いくつかの手続きが粛々と実行され、ギースは厳かに述べて儀式を締めくくった。
「ゼラルド・ルイーラ・ルーズヴェルン。汝に、新たなる名を与える。汝の称号は、本日
この時点より、ルインドゥーラとなる」
　それは、≪月の力≫と≪太陽の力≫を共に操るゼラルドに、真の名を与える儀式だっ
た。
　ゼラルド・ルインドゥーラ・ルーズヴェルン。それが王子の、新しい真の名となった。



　
　国境までは、空間転移で一跳びだった。国境を訪れたことのないリオンは、王子の跳ん
だ軌跡を辿って跳んだ。目の前にどこまでも白い砂の広がる、かろうじて岩ひとつが目
標物となる地点に、揺るぎなく出現できたところを見ると、どうやら王子は今までにも、
しばしば一人で国境を訪れていたようだ。何のために・・・と、リオンの表情が語ってい
たのだろうか、王子はぽつりと、「国境で砂漠を臨むと、心が落ち着く」と言った。届け
出ることなく自らの意志で国境を一歩越えれば、王族はみな、その瞬間から暗殺者に追わ
れる身となるのに。
「よく、ついて来られたね」
と、ゼラルドは不思議な微笑を浮かべた。妖しく謎めいて、冷ややかに、美しい。そう
か、それでは、王子はこの長い跳躍で、リオンを試し、足手まといと思えばそのまま置い
て行く心づもりもあったのか、と、悟った従者は少々傷ついた。
「おそれながら、わたくしの称号はルイーラです。月の塔でも５本の指に入る術者です。
ご自身の従者を甘く見られては困ります」
「だが、引き返すなら、今だよ、リオン。というより、むしろ、引き返せ、と。命じてみ
ようか」
　ゼラルドは首をかしげて、そんなふうに言う。リオンは苦笑した。
「お気遣い、いたみいります。しかしながら、国境までやって来て、いまさら命令ひとつ
で従者を追い帰せるなどと、本当にお考えでいらっしゃいますか」
　ゼラルドは、ふ、と笑った。
「では、もう何も言うまい。ぼくは勝手に跳ぶから、そなたも勝手についておいで」
　そう言って、王子は次の目的地に向けて姿を消した。リオンも迷わず、後に続いた。
　届け出ることなく国境を越えたことにより、聖なる国ウェルザリーンの第一王位継承
者ゼラルドは、諸外国には公表されていない法により、継承権を保持したまま、国家によ
る暗殺対象となった。
　
　未知の場所への空間転移は困難を伴う。距離を測りつつ遠見して、見えた場所へと空
間をつなぐのだ。砂漠は、とりわけ跳ぶのが難しい。なぜといえば、砂で形づくられた光
景は刻々と変わるため、出現位置が特定できなくなるからだ。
　それでも、うまく制御できれば、歩くより遥かに速く移動できる。追手がかかる前にで
きるだけ距離を稼ぎたい二人は、広大な白い砂漠の中、黙々と空間を跳び続けた。目指す
のは≪大境界≫、その最も近くの関所だ。古代王国レティカの崩壊後、太陽の力と、月の
力と、魔法とを縒り合わせて作られた≪大境界≫は、内陸と東方諸国とを厳然と分け、月
の聖者にも太陽の聖者にも魔法使いにも、越えることはできない。適した通行手形を持
たない二人は、どうしても、関所を破って渡らなければならない。
　日は徐々に傾いて、やがて西の空に沈んだ。あたりが闇に染まったところで、主従は休
息することにした。すでに追手はかかっていようが、移動できないのは追手も同じだ。
「砂漠を半分近く越えたようだ。天候に恵まれて良かった」
と、結界を張った中で簡単な夕食をとりながら、ゼラルドが静かに言った。
　
　



「城からここまで、一度で跳べる者はいない。とはいえ、ぼくたちは目印がないから小刻
みにしか移動できないが、刺客たちには、ぼくたちという目印がある。もし明日、彼我の
距離がもう少し縮まることがあれば、彼らは、ぼくたちを目がけて一息に跳んで来るだろ
う。このような危険な道に、よく同行する気になったものだね、リオン」
「これまでにも何度か、ゼラルド様を狙う暗殺者とは対峙したことがあります。異国から
の者もあれば・・・国内からの者もありましたが」
と、リオンは目を伏せて言った。
「説得できたこともあれば、やむを得ず排除したこともあります。おそらく、わたくしの
目の届かないところで、ゼラルド様が自ら対処なさったこともおありなのだろうと存じ
ます・・・いずれにしても、わたくしは、これまで通りに務めを果たすだけです」
「祖国を捨てて去る王子のために？」
「いつ何が起こって離れ離れになるかもしれませんから、これだけは申し上げておきます」
　リオンは視線を上げて、砂漠を跳びながら考えていたことを言葉にした。
「ゼラルド様は、ご自身が、守るべき国と民を捨てて逃げた、と、お思いなのかもしれま
せん。ですが、それは違います。逃げたのではなく、逆に、運命に立ち向かわれているの
です。国と民とユリア様を守り、ご自身をも救い出し、皆で生き延びて前に進むべく、御
身の選ばれた道なのです。誇りを持ってお進みください。お忘れになりませぬよう」
「生き延びて前に進むべく・・・。リオン、私は・・・」
　ゼラルドは逡巡しながら何かを言いかけたが、そのとき。二人は、はっと警戒して、立
ち上がった。結界のすぐ外に、ひたひたと悪しきものの集まって来る気配があった。目
には見えない、もやもやとした死霊の群れ。
「どうやら追手とは別だ。砂漠をさまよう悪霊だろう」
「結界には入って来られないと思いますが、これでは追手の気配を感知できません」
「そうだね、彼らを永遠の眠りに返すこととしよう。浄化する。ぼくを守れ」
「承知いたしました」
　リオンが結界の維持を引き継ぐと、ゼラルドは長い呪文の詠唱に入った。ゆっくりと
十を数えるほどの時間ののちに、詠唱は終了し、ゼラルドがさっと手を振ると、二人を中
心とした大きな銀色の輪が現れて、水の波紋のように瞬く間に広がり、鋭利な刃で周り
の死霊をことごとく切り裂きながら、闇の中へと消えて行った。これを３度繰り返すと、
二人の周りには、もはや一匹の死霊も残らなかった。
「では、ぼくたちも休もう」
　王子は息ひとつ乱していない。疲れていないはずはなかったが、リオンは敢えて気遣
う言葉を口にせず、代わりに「おやすみなさいませ」と言った。
　明日が勝負だ。とにかく、どうにかして≪大境界≫を越えなくてはならない――。



　一方、ユリア姫の誕生日を祝って盛大な宴を催していた白亜の城では、兄王子とその従
者が国外に出たことを、夜になって初めて感知したところだった。
　最初に気がついたのは、ユリア姫だった。お気に入りのドレスで義兄と踊りたかった
ユリアは、侍女たちに命じて王子を探させたのだが、侍女たちが困惑しきって持ってきた
答は、「お城のどこにもいらっしゃいません」だったのだ。ユリアは細い眉をひそめた。
「おかしいわ。ついさっきまで、すぐそばにいらしたと思ったのに。いったいどこへ・・・」
　侍女たちは顔を見合わせて、目と目で相談したあと、言った。
「あのう、ユリア様。王子殿下なら、ずいぶん前に退出なされました」
「いいえ、そのようなはずがありません。お兄さまは、今日はずっと私のそばに・・・」
　言いかけて、ユリアの言葉が途切れた。黙って記憶をたどってから、認めた。
「そういえば、わたくし、確かめていなかった気がするわ。ずいぶん前って、いつごろ？」
「バルコニーでのご挨拶のあと、すぐ」
「すぐ？」
　ざわざわと、よくない胸騒ぎがした。
　ずっとそばにいるとおっしゃったのに、すぐに退出なさったお兄さま。
　今は城のどこにもいらっしゃらないお兄さま。
「お兄さまの従者に尋ねたら、行き先がわかるのではなくて？」
「それが、リオン様も見つからないのです」
　従者を連れていなくなったお兄さま。私の、私だけの、大切なお兄さま。
「わかりました。わたくしが自分で探します」
　ユリアは、少し疲れたからと王妃に伝えて、広間を出て自室に戻った。
　机の上に、使い慣れた聖札を並べた。聖王家の者のことを占えるのは、同じ聖王家の者
だけ。ユリアには慣れた手順だ。並べ終えた聖札に向かって、問いかけた。
「月の女神のご加護を受けて、わたくし、ユリア・ルイーラ・ルーズヴェルンが尋ねます。
わたくしの義兄、ゼラルド・ルイーラ・ルーズヴェルンは、今どこにいらっしゃるの」
　聖札はわずかに光ったが、答えなかった。そのようなことは今までに一度もなかった。
　城の中にいるの？――回答なし。
　国の中にいるの？――回答なし。
　いま生きているの？――回答なし。
「わたくしが動揺しているから、視えないのかしら」
　ユリアは聖札を揃えて片付けて、水晶玉を出した。
「どうかお願い。お願い、お兄さまのいる場所を教えて」
　透明な水晶玉は、何かを映し出した。真っ暗な夜の色。その中に、銀色の結界。
　それだけだったが、十分だった。お兄さまは屋外にいて、遠見を阻む結界を張ってい
る。
　――お 兄 さ ま が 、 私 の も の で は な く な っ て し ま う 。――
　ユリアは青ざめた唇を引き結んだ。そして、すみやかに、義兄は国外に出たのではない
か、と国王に報告した。国王は、城じゅうを隈なく探させるとともに、いくつかのことを
確認した。また、たしかに二人、国境を越えた術者があったことも分かった。調べれば調
べるほど、計画的な出奔だった。
　暗殺者たちが放たれた。



　
　翌日は風が強く、白い砂がもうもうと舞い上がって、追うものと追われるもの、双方
の視界を遮った。遠見しても砂漠を見通すことができる者は一人もおらず、砂漠に踏み
入った誰もが、術で砂嵐から身を守りながら、ただひたすら歩くより他になかった。
　ゼラルドとリオンは、≪大境界≫を目指し、広大な砂漠を西へと進んでいた。どのよう
な術も通さない≪大境界≫を越えることができれば、ひとまず二人は自由を手に入れる
ことができる。一方、追手も、だいぶ離れてはいたが、同じように西へと進んでいた。な
るほど、聖王家に属する者を占えるのは聖王家の者だけだが、従者に関してなら、誰もが
占える。もちろん、そのことを王子が予期できないはずはなく、したがって従者は囮だろ
うと考える向きもあったが、少なくとも従者が「誰かと」共にいることは聖札から読み取
ることができたし、他に手がかりがない以上、まずは従者を捕えてみるしかない。
　暗殺者たちは、すばやく移動した。術で身を守りながら砂漠を駆け抜け、力が尽きると
仲間の術者をその地点まで呼び寄せて交代する。これを繰り返して、追跡対象との距離を
確実に縮めていき、ついに、その日の昼過ぎに、一度で跳べる距離にリオンを捕捉した。
　捕捉されたことを、リオンも検知した。彼は冷静に、主に報告した。
「来ます。ひとり、ふたり、・・・５人です」
「わかった。ぼくを守れ」
　ひゅん、と、砂嵐の中に、黒い衣の暗殺者たちが出現した。暗殺者たちは、リオンと共
にいる王子を認識し、ためらうことなく全力で襲い掛かった――ためらったら最後、自分
たちの命が危ないと知っていた。彼らはリオンの張った結界を破るために、ほんの僅か
な時間を割き、その遅延によって命を落とした。呪文の詠唱を終えていたゼラルドの手
から、銀色の鋭い刃が５本放たれて、暗殺者たちの胸を正確に貫いたのだ。暗殺者たち
は、地面にくずおれて動かなくなった。
「私ひとりの命を守るために、何人を殺めることになるのだろうか・・・」
と、王子は低く呟いた。すぐに追手の増援が来るだろう、こちらも手加減する余裕はな
い。
「ゼラルド様、どうか今は、御身を守ることのみをお考えください」
　追うものと追われるものとの死闘が始まった。少しずつ西へと場所を移しながら、戦
いは昼も夜もなく続いた。明け方、少しだけ攻勢が弱まった、その貴重な時間を、主従は
移動でなく休息に充てた。近づきつつある≪大境界≫。逃れるのが先か、力尽きるのが
先か。
　立ったままでの休憩だったが、ゼラルドがふと見ると、リオンはうつらうつらしてい
た。すっかり巻き込んでいる。暗殺対象はゼラルドであって、リオンではないのに。
　そのとき、王子の頭の中に、直に響く声があった。細く、切羽詰まった、若い女性の声。
≪どうか、わたくしに、大境界を越えるお手伝いをさせてください！≫
　ゼラルドは警戒しながら、声に出さずに問うた。
≪汝は何者か≫
≪わたくしの名はミルガレーテ。あなたがお持ちの剣に、ゆかり深き者です≫
　剣――。ゼラルドは、故郷の海から贈られた金色の長剣のことを思い出した。



　
　ミルガレーテと名乗った女性の声は、さらに続けた。
≪従者の方が眠っていらっしゃる今なら、私も姿を現すことができます。差し支えなけ
れば、金色の剣を、抜いていただけないでしょうか≫
　ゼラルドは、声の主を完全に信じたわけではなかったが、どのみち状況がこれ以上悪く
なることもないだろうと考えた。長剣を取り出し、静かに鞘から引き抜くと――、さらさ
らと時の砂の流れるような不思議な感覚とともに、美しい姫君が姿を現した。薄く光を
まとっているので、金を紡いだような髪も、抜けるように白い肌も、闇に浮かんで、はっ
きり見える。緊張のためか、姫君はうつむいて、胸の前でしっかりと手を組み合わせてい
る。
　それから、ミルガレーテ姫は、そっと視線を上げ、手をほどいて、一礼した。
≪初めてお目にかかります、ゼラルド様。きちんとしたご挨拶は、また機会がありました
ときに。今は、あまり時間がありません。お伝えしたいことは２つあります。ひとつは、
あなたが関所を通らずに大境界を跳び越える手段があるということ。もうひとつは、そ
の方法では、従者の方を連れて行くことはできないということです≫
≪・・・その方法を、具体的に聞かせてもらえるだろうか、ミルガレーテ姫≫
　ゼラルドは半信半疑で促した。術によって≪大境界≫を越えるすべがないのは、世の
中の常識だ。≪大境界≫を挟んだ向こう側については、遠見も瞬間移動もできないのは
もちろんのこと、聖札で占うことすら難しい。逆に言えば、それらの術が≪大境界≫を通
り抜けてしまったら、世界が混沌に陥りかねない、ともいえる。
　ミルガレーテは頷いて、説明した。
≪大境界は、複数の人が力を合わせても通り抜けできないようになっていますが、一人の
人が複数の術を同時に使うことについて考慮していません。また、実際に、月の力と太陽
の力を両方使える人であっても、同時に両方を発動させることはできません≫
　ゼラルドは無言で頷いた。まさしくそれは、彼自身のことだ。ミルガレーテは続けた。
≪けれど、両方の力を共に引き受けられる媒体が存在するなら、話は別です≫
≪ああ。しかし、そのような媒体は存在しない≫
≪あるのです。それが、その剣です≫
　ゼラルドは、驚いて手元の剣を見下ろした。ミルガレーテは続けて、
≪その剣の刃は、ただの金ではありません。太陽の力だけでなく、月の力も受け止める
ことができます。両方の力を流し込めば、２つの力による瞬間移動を融合発動できます。
それは、大境界の想定していない力です。大境界を越えることができるのです≫
≪・・・だが、未知の場所には転移できない≫
≪わたくしが導きます。わたくしは、人であって、人でない者。大境界の東側でも西側で
も、宝剣のあるところに出現できますし、内陸にも心当たりの場所があります≫
≪そうか。そして、融合した術の発動者は大境界を越えるが、私の従者は、月の力しか使
わないから、媒体があったとしても越えることは叶わない・・・≫
≪そのとおりです≫
≪では、従者はここに置いて行こう≫



　ゼラルドは、あっさりと決めた。もともと、リオン本人がこれほどまでに強く望まなけ
れば、連れて行くつもりはなかったのだ。
　リオンは悲しむだろう。この忠実な従者が、追手から見つかりやすくなる危険を冒し
てまで同行を選んだことには、きちんと理由がある。もちろん、買い物の仕方ひとつ知ら
ない貴人の身の回りの世話をする、ということもあったろうが――。
　そもそも、ゼラルドにとって、生きるということは、少しずつ死に近づくことだ。少し
ずつ死んでいくこと、と言い換えてもいい。なるほど彼は、子供の頃から物静かな性分で
はあったが、そんな彼にも控えめながら喜怒哀楽はあった、そして、それらの感情は日々
の営みの中で、がんじがらめに縛られて、徐々に麻痺して、ぽろぽろと抜け落ちて行っ
た。人は、笑わずとも、泣かずとも、生きていけるものなのだ、と、彼は自分の身をもっ
て知った。かろうじて残ったのは、打ち解けて安らぐことの許される場所と、許されない
場所、その区別のみだった。――リオンはきっと、リオンなりの自負を持って、ゼラルド
がその残された最後の安らぎを手放さずとも良いように、同行を申し出てくれたのだ。
　だが、不要だ。自分の心は、とうに虚ろだ。ただ、鳥籠から出て、地に落ちたいだけだ。
　ミルガレーテは、ゼラルドの返答を聞き、頷いて、言葉を続けていた。
≪ひとつ警告があります。決して忘れないでください。あなたは術の融合によって、大量
の生命力を消費します。回復には時間がかかるでしょう。そして、もし、あなたが将来、
再びこの力を使うことがあるならば、そのとき、あなたの命は必ず失われるでしょう≫
≪了解した≫
　自分はここで、この美しい姫君に騙されて、今まさに命を落とそうとしているのかもし
れない。それならば、それでよい。所詮、命とは、すべからく、死に至る病なれば。
　ゼラルドは手を伸ばし、リオンの額にそっと指を触れ、従者が目覚めたときに思い出せ
るようにまじないをかけて、優しく言った。
「そなたは、生きよ」
　追手はじきに、リオンを回収するだろう。そして、王子を最後に目撃したリオンは、記
憶を探られることはあるだろうが、残された身として、軽い罪にしか問われないはずだ。
　ゼラルドはミルガレーテとともに、少しだけ場所を移して、わずかな偽装工作をおこ
なった。それから、この神秘的な姫君の指示に従って、空間を跳躍する手続きに入った。
≪まず、その剣に、太陽による瞬間移動の力を移してください≫
　言われるまま、黄金の剣を抜き、太陽の力を流し込む。
≪重ねて、月による瞬間移動の力を流し込んでください≫
　そのようなことが可能だろうか、と半ば信じられない思いを抱きつつ、言われたとおり
にしてみると、確かに可能だった。生きて在ることの力が、剣に満ちて行くのを感じた。
≪そのまま、わたくしが導く場所へと、跳んでください≫
　示された点は、非常に遠くだったが、彼は躊躇なく跳んだ。空間を大きく折りたたみ、
くぐり抜け、まだ届かずに、折りたたみ、くぐり抜ける。姫君が共にいるのを感じる。
≪もう少し。もう少しです。お願い、届いて！≫
　祈ってくれる者があるなら、届かねばなるまい。出せるだけの力を出し切った果てに、
彼は目的地に到達した。そこがどこなのかを見定める余裕はなく、出現とともに、ゼラル
ドは気を失った。



　
　――ユリア姫は、一睡もせず、真っ青な顔で、まなじりを吊り上げて言い募っていた。
「ごらんなさい、誰も帰って来ません。お兄さまに敵う者などいないのです。お兄さまを
弑し奉ることができる者がいるとすれば、わたくしだけ。だから、わたくしを連れて行っ
て。わたくしが自らの手で、お兄さまを断罪いたします！」
　しかし、まさにこのとき、黒衣の一団が部屋の入口に現われて頭を下げた。
「ご報告いたします。王子殿下のご遺体を発見いたしました。我らのうちの某かと相討ち
にてお斃れになった模様でございます」
　ユリアは、はっと息をのんだ。それから、低い声で言った。
「・・・某って、誰？　模様って、どういうこと？　はっきり申し述べなさい」
「はっ。王子殿下と戦って命を落とした者は、すべて、死後は砂となっておりました。総
勢何名が失われたかは、ただいま確認中でございます。うち一名が、王子殿下のご遺体に
相対する場所にて砂となっておりましたが、某であるかは特定することができず。また、
王子殿下御自身も砂となっておられたのですが、いくつかの持ち物が遺されておりまし
たゆえ、殿下であると特定できました」
「・・・従者が身代わりになったのかもしれないわ」
「従者なら、その近くで発見できましたので回収いたしました。のちほど尋問いたします」
「そうなの？　では、リオンは置いて行かれたのね・・・」
「大境界には異状なしとの報告を受けております。また、すべての関所は、遠話による指
令に応じ、昨夜より固く封鎖され、やはり異状ございません」
「わかりました。わたくしが視ます。水晶よ、お兄さまはどこにいらっしゃるの」
　だが、前回は結界を映し出した水晶玉に、今は何も映らなかった。王女は聖札を並べ
た。
「月の女神のご加護を受けて、わたくし、ユリア・ルイーラ・ルーズヴェルンが尋ねます。
もうどのような名前でもいいの、王家の名を捨てていてもいいの、わたくしの、たった一
人のお兄さまは、どこにいらっしゃるの」
　大境界のこちら側、どこに対象がいても反応するはずの聖札は、回答を示さなかった前
回と異なり、ごく単純な回答を示した。
　曰く、「どこにもいない」。
　王女はしばらく聖札を凝視したのち、床に崩れ落ちた。
　
　・・・ゼラルドは、誰かに抱え起こされていた。まぶたの裏に光を感じるが、肌に触れ
る空気は冷え冷えとしている。
　口元に何かが差し付けられていて、反射的に顔をそむけると、落ち着いた声が、外国語
で、ただの水だと言った。内陸の言葉だ、と、ぼんやり思い至る。
　ゼラルドは目を開けて、差し出されているコップの中を見た。疲れ切っていて、本当に
水なのか、そうでないのかの判断はつかなかった。まあいい、毒であるなら、そういう運
命なのだ。気にせず、ごくごくと飲んだ。
『・・・ありがとう』
　
　



　
　内陸の言葉でようやく言った声は、自分の声とは思えないほど弱々しく掠れていたが、
金髪碧眼の若者は、ほっとしたような表情を浮かべた。若者の背後には、ミルガレーテ姫
が心配そうな顔で立っている。では、自分は≪大境界≫を越えたのか？
　頭も体も、鉛のように重い。そのあと、ゼラルドの記憶はしばらく途切れている。
　
　リオンは、調べられたあと、ひと月の軽い禁固刑に処せられた。明るい窓のある部屋
で、読書も聖札も特に禁じられていない。主を亡くしたことを受け入れるふりをしなが
ら、リオンは一瞬たりとも、王子の死を信じることはなかった。遺品にあるべきものが、
ない。
　王子は何らかの方法により、≪大境界≫を越えたのだ。そして、どうしてもリオンを連
れて行くことができなかったのだ。
　受刑中、一度だけ、ユリア姫が会いに来た。警戒するリオンに向かって、ぽつんと、
「お兄さまが生きていても死んでいても、置いて行かれたことに変わりはないわ。同じね」
と言って去った。何が同じなのかと考えたら、ユリアとリオンが同じなのだった。
　――そなたは生きよ。か。
　あなたも、どうか。あなたの選んだ道を、生きてください。
と、リオンは、赤い羽根を空にかざして、祈った。

（完）



奥付

逃避行
http://p.booklog.jp/book/99542

著者: 雪村月路

著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/ariadnemaze/profile

ブログ：http://snow-moon.cocolog-nifty.com/

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/99542

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/99542

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）

運営会社：株式会社ブクログ

http://snow-moon.cocolog-nifty.com/
http://booklog.jp/item/3/99542

